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は
じ
め
に

　
『
畸
人
十
篇
』
は
、
明
代
末
期
に
中
国
で
活
躍
し
た
イ
タ
リ
ア
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
一
五
五
二
～
一
六
一
〇
）

が
、中
国
名
の
利
瑪
竇
と
し
て
一
六
〇
八
年
に
北
京
で
出
版
し
た
書
物
で
あ
る
。
彼
の
主
著
『
天
主
実
義
』
は
、「
中
士
」
と
「
西
士
」

と
の
対
話
形
式
に
よ
っ
て
、天
主
教（
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
）に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る（

１
）。

こ
れ
に
対
し
て『
畸

人
十
篇
』
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
実
際
に
中
国
人
と
の
間
で
交
わ
し
た
対
話
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
る（

２
）。

こ
の
両
書
は
そ
の
後

の
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。
本
稿
で
は
、『
畸
人
十
篇
』
の
日
本
へ
の
思
想
的
影
響
を
考
え
る
た
め
に
、
江

戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
天
学
初
函
大
意
書
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
　『
畸
人
十
篇
』
の
日
本
へ
の
影
響

　
『
畸
人
十
篇
』
は
、
一
六
〇
八
（
万
暦
三
六
）
年
に
北
京
で
初
刻
さ
れ
た
後
、
翌
一
六
〇
九
（
万
暦
三
七
）
年
に
南
京
と
江
西
（
南

昌
か
）
で
重
刻
さ
れ
て
い
る（

３
）。

ま
た
、
一
六
一
一
（
万
暦
三
九
）
年
に
は
再
び
南
京
に
お
い
て
、
王
汝
淳
が
校
訂
し
て
出
版
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
六
二
九
（
崇
禎
二
）
年
に
李
之
藻
（
一
五
六
五
～
一
六
三
〇
）
が
杭
州
（
浙
江
）
で
『
天
学
初
函
』
を
編
纂
・
出
版
し

た
際
に
も
収
載
さ
れ
る（

４
）。

そ
の
版
本
に
は
、「
重
刻
畸
人
十
篇　

利
瑪
竇
述　

後
学
汪
汝
淳
較
梓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
汪
汝



二

淳
校
訂
本
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
一
六
三
〇
年
代
初
頭
に
は
、
張
瑞
圖
（
一
五
七
六
～
一
六
四
一
）
に
よ
っ

て
福
建
で
校
訂
・
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
畸
人
十
篇
』
は
明
末
に
お
い
て
、
一
六
〇
八
年
の
北
京
初
刻
、
一
六
〇
九

年
の
南
京
及
び
江
西
重
刻
、
一
六
一
一
年
の
南
京
重
刻
、
一
六
二
九
年
の
杭
州
『
天
学
初
函
』
本
、
さ
ら
に
一
六
三
〇
年
代
の
福
建

重
刻
と
、
少
な
く
と
も
六
回
は
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

５
）。

で
は
、
こ
う
し
た
版
本
は
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

江
戸
初
期
、
林
羅
山
（
名
は
信
勝
、
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
が
出
版
間
も
な
い
『
天
主
実
義
』
を
読
み
、
日
本
人
イ
エ
ズ
ス
会

士
で
あ
る
不
干
斎
フ
ァ
ビ
ア
ン
と
論
争
し
た
こ
と
は
、そ
の
著
「
排
耶
蘇
」
で
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

６
）。

で
は
、『
畸
人
十
篇
』

は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
の
著
名
な
学
者
に
お
い
て
、『
畸
人
十
篇
』
が
読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
少
な
く
と
も
二
つ
の

証
拠
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
は
古
文
辞
学
の
荻
生
徂
徠
（
名
は
双
松
、
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
で
あ
り
、
も
う
一
人
は

国
学
者
の
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）
で
あ
る
。

　

徂
徠
に
関
し
て
は
、
江
戸
後
期
の
狂
歌
・
洒
落
本
作
家
で
あ
り
博
学
で
名
高
い
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
の
随
見
随

聞
筆
録
で
あ
る
『
一
語
一
言
』
の
中
に
「
徂
徠
畸
人
跋
」
と
い
う
一
篇
が
あ
る
。
同
書
の
巻
末
書
き
入
れ
に
「
享
和
改
元
二
月
の
比

に
終
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
寛
政
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
の
後
半
か
ら
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
ま
で
の
間
に
書

か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る（

７
）。

南
畝
が
書
き
写
し
た
こ
の
跋
文
は
、
徂
徠
が
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
七
月
九
日
に
著
し
た
も
の

と
さ
れ
る
。
享
保
の
頃
に
『
畸
人
十
篇
』
が
尾
張
藩
の
重
臣
（
津
田
太
夫
）
の
手
に
入
り
、
徂
徠
が
こ
れ
を
読
み
、
そ
れ
が
キ
リ
シ

タ
ン
の
教
え
を
記
し
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る（

８
）。

一
方
、
平
田
篤
胤
と
『
畸
人
十
篇
』
の
関
係

に
関
し
て
は
、
日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る（

９
）。

す
な
わ
ち
、
篤
胤
は
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
天

主
実
義
』
や
『
畸
人
十
篇
』、
さ
ら
に
龐
迪
我
の
『
七
克
』
な
ど
を
下
敷
き
に
し
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
未
定
稿
本
『
本

教
外
篇
』
を
著
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
中
期
の
知
識
人
に
よ
っ
て
『
畸
人
十
篇
』
は
確
実
に
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
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三

な
く
こ
の
時
代
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
禁
教
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
書
物
は
禁
書
で
あ
っ
た
。
明
末
の
中
国
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
天

主
教
関
係
書
籍
の
日
本
輸
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
最
初
の
禁
書
令
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
出
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
禁
書

指
定
の
対
象
と
な
っ
た
書
物
の
中
に
、「
欧
羅
巴
人
利
瑪
竇
等
之
作
三
拾
弐
種
之
書
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
『
畸
人
十
篇
』

も
そ
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、『
天
主
実
義
』
や
『
畸
人
十
篇
』
を
含
む
『
天
学
初
函
』
は
、
禁
書
と
し
て
厳
格
な
取
り

調
べ
の
対
象
と
な
っ
た
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
将
軍
吉
宗
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
緩
書
令
に
お
い
て
も
、
目
的
は
西
洋
暦
法
の

輸
入
に
あ
っ
た
わ
け
で
、『
天
学
初
函
』
器
篇
所
収
の
天
文
・
暦
法
・
測
量
・
数
学
関
係
の
書
物
が
緩
和
の
対
象
と
な
っ
た
だ
け
で
、

天
主
教
関
係
書
籍
は
依
然
と
し
て
輸
入
厳
禁
で
あ
っ
た
。

二
　『
天
学
初
函
大
意
書
』
に
つ
い
て

　
『
畸
人
十
篇
』
を
含
む
『
天
学
初
函
』
は
、
江
戸
時
代
寛
永
年
間
以
降
、
禁
書
指
定
の
対
象
と
な
り
、
輸
入
は
厳
禁
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
長
崎
に
入
港
し
た
「
卯
九
番
唐
船
」
が
運
ん
で
き
た
書
物
の
中
か
ら
『
天
学

初
函
』
が
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
書
物
改
役
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
天
学
初
函
大
意
書
』
の
写
し
が
、
今
日
九
州
大
学
附
属
図

書
館
と
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
禁
書
に
関
し
て
は
、
伊
藤
多
三
郎
氏
の
「
禁
書
の
研

究
」（『
歴
史
地
理
』、
一
九
三
六
）、
海
老
沢
有
道
氏
の
「
禁
書
令
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
増
訂
切
支
丹
史
の
研
究
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
七
一
）、
大
庭
脩
氏
の
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
）
な
ど
に
詳

し
い
。
本
節
で
は
、
大
庭
脩
氏
の
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
中
秘
話
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
〇
）
の
第
二
章
「
禁
書
発
見
」
及
び

第
三
章
「
書
物
改
」
に
よ
っ
て
、『
天
学
初
函
大
意
書
』
に
つ
い
て
概
略
を
見
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
す
る（         

10
）。

　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
は
、
共
表
紙
、
袋
綴
、
二
十
三
丁
一
冊
で
、
表
紙
に
は
、
中
央
二
行
に
「
卯
九
番
唐
船
持
渡
商
売



四

書
物
之
内
」、「
天
学
初
函
大
意
書
」
と
あ
り
、
右
肩
三
行
に
「
明
和
八
卯
年
」、「
新
見
加
賀
守
様
御
在
勤
之
節
言
」、「
上
」
と
あ

り
、
左
端
に
「
卯
三
月
」
と
あ
る
。
新
見
加
賀
守
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
一
月
か
ら
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
十
一
月
ま

で
長
崎
奉
行
の
座
に
あ
っ
た
新
見
正
栄
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
『
大
意
書
』
の
末
尾
に
「
向
井
斎
宮
」
と
あ
る
の
は
、
当

時
、
書
物
改
役
で
あ
っ
た
向
井
兼
美
の
こ
と
で
あ
る
。
兼
美
の
祖
は
、
向
井
元
升
（
一
六
〇
九
～
一
六
七
七
）
で
あ
る
。
元
升
は
長

崎
で
天
文
や
儒
医
の
道
を
学
ん
だ
後
、
聖
堂
を
建
て
祭
酒
と
な
り
、
私
塾
を
開
い
て
儒
学
を
講
じ
た
人
物
で
あ
る
が
、
寛
永
一
六

年
（
一
六
三
九
）
に
は
書
物
改
役
に
就
い
て
い
る
。
元
升
の
三
男
が
向
井
元
成
で
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
書
物
改
役
と
な
り
、

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
「
十
五
番
南
京
船
」
の
持
ち
渡
り
書
の
中
か
ら
、明
末
入
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
傅
汎
際
（P.Franciscus 

Furtado

）
が
著
し
た
『
寰
有
詮
』
を
発
見
し
、
一
躍
有
名
に
な
る
。
以
後
、
代
々
向
井
家
が
書
物
改
役
を
世
襲
す
る
こ
と
に
な
る
。

元
成
の
養
子
の
兼
般
（
字
は
元
仲
）
の
跡
を
継
い
だ
の
が
、
子
の
兼
美
（
字
は
斎
宮
）
で
あ
る
。

　

書
物
改
役
は
、
唐
船
が
持
ち
渡
っ
た
書
物
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
調
査
吟
味
し
て
、「
大
意
書
」
を
作
成
す
る
。
特
に
禁
書
に

指
定
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
疑
わ
し
い
内
容
や
御
禁
制
の
語
句
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
点
ず
つ
の
大
意
書
が
作
ら
れ
る
。

大
意
書
は
内
容
を
吟
味
し
た
上
で
出
さ
れ
る
報
告
書
で
あ
る
か
ら
、
書
籍
解
題
の
性
格
も
持
っ
て
い
た
。
向
井
斎
宮
が
記
し
た
『
天

学
初
函
大
意
書
』
は
、
当
時
に
お
け
る
『
天
学
初
函
』
の
提
要
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
に
全
体
の
種
目
（
書
目
）
と
全

体
的
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

卯
九
番
唐
船
持
渡

一　

天
學
初
函 

壹
部
二
套
十
六
本

　

種
目

西
學
凡 

一
巻 

葉
数
十
七
張
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五

唐
景
教
碑 

一
巻 

葉
数
十
六
張

畸
人
十
篇 

二
巻 

葉
数
二
巻
合
八
十
六
張

交
友
論 

一
巻 

葉
数
十
一
張

二
十
五
言 

一
巻 

葉
数
十
張

辯
学
遺
牘 

一
巻 

葉
数
二
十
六
張

七
克 

七
巻 

葉
数
七
巻
合
二
百
二
張

霊
言
蠡
勺 
二
巻 

葉
数
二
巻
合
六
十
八
張

圜
容
較
義 
一
巻 

葉
数
二
十
四
張

測
量
法
義 

一
巻 
葉
数
二
十
四
張

測
量
法
義
異
同 

一
巻 

葉
数
五
張

勾
股
義 

一
巻 

葉
数
二
十
二
張

泰
西
水
法 

六
巻 

葉
数
六
巻
合
七
十
九
張

渾
蓋
通
憲
図
説 

二
巻 

葉
数
二
巻
合
八
十
七
張

幾
何
原
本 

四
巻 

葉
数
四
巻
合
百
五
十
張

簡
平
儀 

一
巻 

葉
数
二
十
一
張

同
文
算
指
前
編 

二
巻 

葉
数
二
巻
合
六
十
二
張

同
文
算
指
後
編 

八
巻 

葉
数
八
巻
合
二
百
五
十
九
張

　

以
上
十
八
種



六

　
　

内

圜
容
較
義　

天
文
之
書 

欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

授　

 

浙　

西　

李
之
藻　

演

渾
蓋
通
憲
圖
説　

天
文
之
書 

浙　

西　

李
之
藻　

演

 

漳　

南　

鄭
懐
魁　

訂

測
量
法
義　

造
器
論
景
測
量
法
十
五
首 

欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

口
訳

　
　
　
　
　

ヲ
列
子
三
数
算
法
ヲ
附
ス 

呉　

淞　

徐
光
啓　

筆
受

測
量
法
義
異
同　

前
書
之
異
同
ヲ
論
ス 

呉　

淞　

徐
光
啓　

譔

簡
平
儀　

暦
法
之
書 

欧
邏
巴　

熊
三
抜　

撰
説

 

呉　

淞　

徐
光
啓　

箚
記

勾
股
義　

算
法
之
書 

呉　

淞　

徐
光
啓　

譔

幾
何
原
本　

算
法
之
書 

欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

口
訳

 
呉　

淞　

徐
光
啓　

筆
受

同
文
算
指
前
編　

算
法
之
書 
欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

授

 

浙　

西　

李
之
藻　

演

同
文
算
指
後
編　

算
法
之
書 

欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

授

 

浙　

西　

李
之
藻　

演

交
友
論　

朋
友
之
交
誼
ヲ
論
ス 

欧
邏
巴　

利
瑪
竇　

譔
 

享
保
五
子
年
ヨ
リ
西
洋
人
著
述
ノ
書
タ
リ
ト
モ
邪
法
教
化
之
儀
サ
ヘ
不
記
書
ハ
御
構
無
之
旨
被
仰
出
其
以
来
右
之
十
種
追
々



『天学初函大意書』における『畸人十篇』

七

持
渡
リ
邪
法
教
化
之
文
曽
テ
無
御
座
ニ
付
キ
商
売
ニ
出
申
候
フ
書
ニ
テ
御
座
候

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
『
天
学
初
函
』
は
、
二
套
（
秩
）
で
併
せ
て
十
六
本
（
冊
）
で
あ
っ
た
。
問
題
は
そ
の
中
味
で
あ

る
。『
大
意
書
』
で
は
、『
西
学
凡
』
か
ら
『
同
文
算
指
後
編
』
ま
で
十
八
種
の
書
名
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
天
学
初
函
』
は
、

理
編
と
器
編
と
に
分
け
ら
れ
る
。
編
者
で
あ
る
李
之
藻
の
「
刻
天
学
初
函
題
辞
」
に
は
「
各
十
種
」
と
あ
る
。
各
編
所
収
書
の
題
名

の
み
を
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
理
編
は
、
西
学
凡
、
景
教
流
行
中
国
碑
頌
并
序
、
畸
人
十
篇
、
交
友
論
、
二
十
五
言
、
天

主
実
義
、
弁
学
遺
牘
、
七
克
、
霊
言
蠡
勺
、
職
方
外
紀
の
十
種
で
あ
る
。
器
編
は
、
泰
西
水
法
、
渾
蓋
通
憲
図
説
、
幾
何
原
本
、
表

度
説
、
天
問
略
、
簡
平
儀
、
同
文
算
指
前
編
・
通
編
、
圜
容
較
義
、
測
量
法
義
、
勾
股
義
の
十
種
で
あ
る
。『
大
意
書
』
で
は
、
表

記
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
ほ
か
、
理
編
と
器
編
の
各
二
種
、
計
四
種
の
書
物
が
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
理

編
の
『
天
主
実
義
』
と
『
職
方
外
紀
』、
器
編
の
『
表
度
説
』
と
『
天
問
略
』
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
天
主
実
義
』
は
明
ら
か
に
天

主
教
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
に
関
す
る
書
物
で
あ
り
、『
職
方
外
紀
』
も
天
主
教
関
連
の
内
容
を
含
む
こ
と
か
ら
、
最
初
か
ら
省
か
れ
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
表
度
説
』
と
『
天
問
略
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い（         

11
）。

　

さ
て
、『
大
意
書
』
で
は
以
上
に
続
い
て
『
泰
西
水
法
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
内
容
が
説
明
さ
れ
る
が
、「
右
一
種
ハ
此
度
初
テ
渡
来

リ
水
法
之
事
而
已
ヲ
譔
シ
候
フ
書
ニ
テ
邪
法
教
化
之
文
ハ
曽
テ
無
御
座
候
」
と
し
て
、「
相
残
テ
七
種　

西
学
凡　

唐
景
教
碑　

畸

人
十
篇　

二
十
五
言　

辯
学
遺
牘　

七
克　

霊
言
蠡
勺　

此
分
ハ
天
主
教
之
趣
ヲ
相
記
シ
申
候
書
ニ
テ
御
座
候
ニ
付
キ
大
意
書
ヲ
以

テ
左
奉
申
上
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
理
編
の
う
ち
『
交
友
論
』
は
天
主
教
教
化
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、

残
り
の
七
種
が
天
主
教
の
内
容
を
含
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
吟
味
し
て
『
大
意
書
』
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
以
下
に
、『
西
学
凡
』
か
ら
順
に
『
霊
言
蠡
勺
』
ま
で
、
そ
の
内
容
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、『
西
学
凡
』

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育
課
程
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
極
め
て
詳
細
に
そ
の
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の



八

よ
う
に
し
て
、
七
書
の
内
容
が
説
明
さ
れ
た
後
に
、
以
下
の
よ
う
な
総
括
的
な
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
読
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

句
読
点
を
施
し
た
。）（         

12
）

右
七
種
ハ
天
主
教
ノ
趣
ヲ
記
シ
申
候
フ
書
ニ
テ
御
座
候
。
何
レ
ノ
書
中
モ
自
宗
ヲ
崇
尊
シ
勧
善
懲
悪
之
儀
ヲ
厳
密
ニ
申
述
候
而
已
ニ

テ
、
外
ニ
妖
術
等
ノ
儀
ヲ
記
シ
申
候
儀
ハ
無
御
座
候
。
尤
モ
唐
景
教
碑
ノ
序
中
ニ
法
浴
水
風
印
持
十
字
ト
有
之
候
ヘ
ト
モ
、
修
法
之

儀
ハ
無
御
座
。
又
七
時
礼
讃
七
日
一
薦
ト
有
之
候
ヘ
ト
モ
、
讃
文
供
膳
之
式
ハ
相
見
ヘ
不
申
。
又
畸
人
十
篇
ノ
内
ニ
毎
朝
時
目
ト
心

ト
天
ヲ
仰
テ
上
帝
我
ヲ
生
ミ
我
ヲ
養
ヒ
我
ヲ
教
誨
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
無
量
ノ
恩
徳
ヲ
籲
謝
シ
、
次
ニ
今
日
我
ヲ
祐
ケ
ン
コ
ト
ヲ
祈

テ
、
必
三
誓
ヲ
践
ミ
妄
念
ス
ル
コ
ト
毋
ク
妄
言
ス
ル
コ
ト
毋
ク
妄
行
ス
ル
コ
ト
毋
ク
、
夕
ヘ
ニ
至
レ
ハ
又
身
ヲ
俯
シ
地
ニ
投
シ
テ
、

厳
自
本
日
刻
々
処
々
ニ
シ
テ
思
ヒ
シ
所
談
セ
シ
所
動
作
セ
シ
所
妄
ト
否
与
有
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
察
省
シ
、
即
チ
功
ヲ
上
帝
ニ
帰
シ
テ
恩
祐

ヲ
叩
謝
ス
ト
有
之
。
又
天
主
台
下
ニ
叩
謝
ス
ト
申
ス
類
間
有
之
候
ヘ
ト
モ
、
誦
経
念
呪
祭
祀
供
給
等
之
式
モ
相
見
ヘ
不
申
。
又
処
々

天
主
経
ニ
曰
ク
ト
シ
テ
一
二
句
宛
ヲ
引
用
仕
リ
有
之
候
ヘ
ト
モ
、
皆
勧
善
懲
悪
ノ
語
ニ
テ
外
ニ
事
替
候
儀
ハ
相
見
ヘ
不
申
候
。
併
利

瑪
竇
唐
国
ニ
入
リ
漢
学
仕
リ
候
間
々
ニ
儒
道
ヲ
知
リ
仏
書
ヲ
見
、
機
ニ
応
シ
テ
儒
ヲ
尊
ヒ
仏
ヲ
破
シ
言
フ
所
理
ノ
当
然
ヲ
以
テ
シ
テ
、

人
ヲ
自
宗
ニ
思
ヒ
懐ナ

ツ

ケ
煽マ

ド
ハ動

セ
シ
メ
候
フ
趣
ト
奉
存
上
候
。

　

以
上
の
総
括
文
の
大
半
が
『
畸
人
十
篇
』
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
先
ず
、
天
主
に
対
す
る
感
謝
や
懺
悔
に

関
す
る
記
述
は
見
え
る
が
、「
誦
経
念
呪
祭
祀
供
給
」
な
ど
儀
式
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
の
引
用
は
、『
畸
人
十
篇
』
第
八
篇
「
善
悪
之
報
在
身
之
後
」
の
文
章
に
よ
る
。
ま
た
、
天
主
経
（『
聖
書
』）
か
ら
一
、二
句
ず

つ
を
引
用
し
て
い
る
、
と
あ
る
。
確
か
に
『
畸
人
十
篇
』
で
は
、
第
三
篇
に
「
聖
経
曰
」
が
一
個
所
、
第
四
篇
に
「
聖
経
所
謂
」
が

一
個
所
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
第
五
篇
に
は
「
天
主
聖
経
曰
」、「
又
曰
」、「
経
曰
」
と
、
第
八
篇
に
は
「
経
曰
」、「
聖
経
曰
」
と
見
え
る
。
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九

ま
た
第
三
篇
と
第
八
篇
に
「
葆
禄
聖
人
（
聖
パ
ウ
ロ
）
曰
」
と
そ
れ
ぞ
れ
一
個
所
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
聖
書
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
も
『
大
意
書
』
は
、
い
ず
れ
も
勧
善
懲
悪
の
内
容
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
最
終

的
に
は
、「
利
瑪
竇
は
中
国
に
入
っ
て
漢
学
を
修
め
て
い
る
う
ち
に
、
儒
道
を
知
り
仏
書
を
見
て
、
機
に
応
じ
て
は
儒
教
を
尊
び
仏

教
を
論
破
し
て
お
り
、
理
の
当
然
を
以
て
論
じ
て
、
人
々
が
自
分
た
ち
の
教
え
に
な
び
く
よ
う
に
煽
動
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

結
論
的
に
は
邪
教
宣
伝
の
書
と
見
な
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、『
畸
人
十
篇
』
に
対
し
て
は
、
全
体
的
に
は
い
わ
ば
好
意
的
な
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
次
節
に
お
い
て
は
、『
天
学
初
函
大
意
書
』
の
う
ち
、『
畸
人
十
篇
』
に
関
す
る
解
題
の
部
分
を

翻
刻
す
る
。

三
　『
天
学
初
函
大
意
書
』
に
お
け
る
『
畸
人
十
篇
』（
翻
刻
）

　
【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
天
学
初
函
大
意
書
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、『
天
学
初
函
大
意
書
』
の
う
ち
、『
畸
人
十
篇
』
の
部
分
の
み
を
翻
刻
し
た
。

一
、
仮
名
文
字
の
略
表
記
は
、
通
常
の
形
に
改
め
た
。

一
、
異
体
字
は
こ
れ
を
改
め
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
用
い
た
。

一
、
各
篇
の
題
は
、
原
漢
文
に
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
送
り
仮
名
を
用
い
て
書
き
下
し
文
の
形
で
表
記
し
た
。

一
、
読
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
句
読
点
を
施
し
た
。



一
〇

一　

畸
人
十
篇

　
　

人
寿
既
過
レ
ト
モ
誤
テ
猶
ヲ
有
リ
ト
為 

第
一

人
ノ
世
ニ
生
ス
ル
コ
ト
、
日
輪
地
ニ
入
ル
ト
キ
ハ
、
年
ト
月
ト
吾
寿
ト
一
日
ヲ
減
ス
。
身
日
々
ニ
長
ス
レ
ト
モ
命
日
々
ニ
消
ス
。

智
者
ハ
日
ノ
大
宝
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
一
日
一
辰
空
ク
棄
ル
ニ
忍
ヒ
サ
ル
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

人
ノ
今
世
ニ
於
ル
ハ
惟
ゝゝ
僑
寓
耳 

第
二

見
世
ハ
人
世
ニ
非
ス
、
禽
獣
ノ
本
処
ナ
リ
。
故
ニ
禽
獣
ハ
自
得
有
余
ニ
シ
テ
、
人
ハ
不
寧
不
足
ナ
リ
。
請
フ
儒
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ

譬
ン
。
試
日
ニ
士
ハ
労
シ
テ
徒
隷
ハ
逸
ス
、
試
畢
レ
ハ
尊
ハ
自
ラ
尊
卑
ハ
自
ラ
卑
ナ
リ
。
有
司
豈
徒
隷
ニ
厚
フ
シ
テ
士
ニ
薄
カ

ラ
ン
ヤ
。
天
主
ノ
人
ヲ
此
世
ニ
置
ク
ハ
其
心
ヲ
試
テ
徳
行
ノ
等
ヲ
定
メ
ン
ト
ナ
リ
。
故
ニ
此
世
ハ
惟
僑
寓
ニ
シ
テ
本
家
室
ハ
天

ニ
在
リ
。
宜
ク
勤
メ
テ
本
業
ヲ
創
ム
ヘ
キ
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

常
ニ
死
候
ヲ
念
ノ
ト
キ
ハ
行
ヲ
利
シ
テ
祥
ヲ
為
ス 

第
三

常
ニ
死
候
ヲ
念
テ
忘
レ
サ
ル
ト
キ
ハ
自
然
ニ
道
行
ヲ
利
シ
テ
祥
ヲ
為
ス
。
不
肖
者
ハ
諸
醜
惰
ニ
掩
ハ
レ
テ
陽
ニ
ハ
廉
ナ
レ
ト
モ

陰
カ
ニ
貪
リ
外
正
ク
飾
レ
ト
モ
内
ハ
邪
ヲ
醸
ズ
。
過
ヲ
見
テ
改
メ
ズ
、
義
ヲ
見
テ
肯
ハ
ス
。
始
テ
天
主
ノ
怒
忿
威
厳
ヲ
見
ル
ニ

及
バ
ヽ
誰
ニ
カ
祷
ン
ヤ
。
自
ラ
招
ク
所
ノ
大
刑
永
悠
身
ヲ
脱
レ
サ
ル
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

常
ニ
死
候
ヲ
念
フ
テ
死
後
ノ
審
ニ
備
フ 

第
四

常
ニ
死
候
ヲ
念
ヘ
ハ
五
大
益
有
リ
。
一
ニ
ハ
心
ヲ
斂
シ
テ
身
ヲ
検
シ
テ
身
後
ノ
大
凶
ヲ
脱
ル
。
二
ニ
ハ
、
五
欲
ノ
炎
心
ニ
発
ル
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一
一

ト
キ
ハ
、
徳
危
フ
シ
テ
彼
ノ
焼
壊
ヲ
受
レ
ト
モ
此
死
候
ノ
念
ハ
一
大
湧
泉
ニ
シ
テ
、
彼
熾
烟
ヲ
滅
ス
カ
故
ニ
色
欲
ヲ
徴
戒
ス
ル

ヲ
最
上
ノ
良
薬
ト
ス
。
三
ニ
ハ
夫
レ
物
ハ
我
カ
有
ニ
非
ス
、
何
ノ
恋
愛
ス
ル
ニ
足
ン
ヤ
。
四
ニ
ハ
夫
レ
倨
敖
ノ
気
ハ
諸
徳
ノ
毒

液
ニ
シ
テ
、
敖
ヲ
養
フ
者
ハ
道
心
固
ヨ
リ
敗
ル
。
五
ニ
ハ
造
物
ノ
主
物
ヲ
造
ス
コ
ト
ニ
各
賦
ス
ル
ニ
己
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
ヲ
以
テ

ス
。
然
レ
ト
モ
生
死
皆
天
主
ノ
命
テ
、
聴
ク
人
自
ラ
死
ヲ
求
ル
モ
不
可
、
生
ヲ
求
ル
モ
不
可
ナ
リ
。
又
善
ク
死
候
ニ
備
ル
者
ハ

三
和
ニ
在
リ
。
心
ヲ
立
テ
聖
戒
ヲ
守
リ
、
天
ノ
怒
ヲ
息
メ
テ
神
寵
ヲ
致
ス
、
是
天
ニ
和
ス
ル
ナ
リ
。
人
敖
狼
ニ
シ
テ
我
ニ
讐
ス

ト
モ
、
恕
宥
和
睦
シ
テ
好
ク
コ
レ
ヲ
待
ス
、
是
レ
人
ニ
和
ス
ル
ナ
リ
。
善
ヲ
修
ノ
志
ヲ
道
体
ニ
帰
シ
、
非
義
ヲ
離
廃
シ
テ
惜
マ

ス
、
是
レ
己
ヲ
和
ス
ル
ナ
リ
等
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

君
子
ハ
希
レ
ニ
言
テ
言
無
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス 

第
五

夫
レ
言
ハ
言
フ
者
ノ
自
ラ
須
ツ
所
ニ
非
ス
、
乃
チ
人
ヲ
シ
テ
我
カ
意
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
。
人
既
ニ
心
ニ
通
セ
ハ
何
ソ
言
フ
コ

ト
ヲ
用
ン
。
聖
人
ノ
民
ヲ
教
ル
ハ
民
自
ラ
知
ル
ト
キ
ハ
言
ノ
功
止
ム
。
故
ニ
民
知
ラ
サ
ル
ト
キ
始
テ
言
フ
。
凡
ソ
雅
言
ハ
約
ニ

シ
テ
用
広
ク
、
粋
言
ハ
金
錠
ニ
比
ス
。
微
ニ
シ
テ
賈
ヒ
重
シ
。
又
汚
邪
巧
謗
誇
ノ
五
毋
、
真
直
益
減
時
ノ
五
有
ノ
教
ア
リ
。
言

汚
レ
毋
レ
ハ
浄
ニ
近
ツ
ヒ
テ
潔
キ
者
マ
レ
ニ
就
ク
。
邪
毋
レ
ハ
正
ニ
近
ヒ
テ
端
キ
者
コ
レ
ヲ
取
ル
。
巧
ミ
毋
レ
ハ
質
ニ
近
ヒ
テ

誠
ア
ル
者
コ
レ
ヲ
尚
ブ
。
謗
ル
コ
ト
毋
レ
ハ
恕
ニ
近
ヒ
テ
忠
ア
ル
者
コ
レ
ニ
従
フ
。
誇
ル
コ
ト
毋
レ
ハ
謙
ニ
近
ヒ
テ
敖
ル
者
コ

レ
ヲ
去
ル
。
言
真
ア
レ
ハ
誕
リ
無
シ
テ
人
信
ス
。
直
有
レ
ハ
詭
曲
無
フ
シ
テ
人
悦
ヒ
依
ル
。
益
有
レ
ハ
窾ム

ナ
シキ
コ
ト
無
シ
テ
人
以

テ
用
ヲ
為
ス
。
減
ナ
レ
ハ
繁
ラ
ズ
シ
テ
人
好
テ
繹ツ

ヽ

ク
。
時
ナ
ル
ト
キ
ハ
誤
ラ
ス
シ
テ
人
聴
ク
コ
ト
ヲ
願
フ
。
言
此
五
毋
無
ラ
シ

メ
此
五
有
ヲ
獲
セ
シ
メ
ハ
、
是
ヲ
聞
者
喜
ヒ
百
タ
ビ
聞
ク
ト
モ
猶
喜
フ
ノ
意
ヲ
述
フ
。



一
二

　
　

斎
素
ノ
正
旨
殺
ヲ
戒
ル
ニ
由
ル
ニ
非 

第
六

斎
ニ
三
旨
ア
リ
。
是
ヲ
識
ル
ト
キ
ハ
益
切
ニ
益
ゝゝ
崇
シ
。
夫
レ
世
ニ
固
ヨ
リ
今
日
賢
ニ
シ
テ
先
日
不
肖
タ
ラ
サ
ル
者
有
ル
コ

ト
少
ク
、
今
日
道
ニ
順
テ
昔
日
嘗
テ
道
ニ
違
ハ
サ
ル
者
有
ル
コ
ト
少
シ
。
其
道
ハ
天
主
心
ニ
コ
レ
ヲ
銘
シ
テ
聖
賢
ニ
命
シ
テ
コ

レ
ヲ
版
冊
ニ
布
カ
シ
ム
。
是
ヲ
犯
ス
者
ハ
罪
ヲ
天
帝
ニ
得
。
君
子
既
ニ
善
ニ
遷
ル
ト
雖
ト
モ
前
キ
ニ
得
タ
ル
所
ノ
罪
ニ
恬
然
タ

ラ
ン
ヤ
。
楽
ム
ト
キ
ハ
食
ヲ
貶オ

ト

シ
飡
ヲ
減
シ
テ
其
殽
味
ヲ
除
テ
淡
素
ヲ
取
ル
。
凡
ソ
一
身
ノ
用
自
ラ
粗
陋
ヲ
択
テ
自
ラ
苦
ミ
自

ラ
責
メ
テ
、
以
テ
己
カ
旧
悪
及
ヒ
新
罪
ヲ
贖
ヒ
、
晨
夜
惶
々
ト
シ
テ
天
主
台
下
ニ
稽
顙
シ
テ
哀
憫
涕
涙
シ
、
己
カ
汚
レ
ヲ
洗
ハ

ン
コ
ト
冀
フ
。是
斎
素
正
旨
ノ
一
ナ
リ
。夫
レ
徳
ノ
業
タ
ル
人
類
ノ
本
業
ナ
リ
。其
説
ヲ
聞
テ
ハ
悦
テ
願
ハ
ス
ト
云
フ
コ
ト
無
シ
。

但
彼
私
欲
ノ
発
ス
ル
所
ノ
者
ハ
、
義
ノ
有
ル
所
ニ
因
ラ
ス
シ
テ
、
欲
ノ
楽
ム
所
ニ
因
ル
。
古
賢
ハ
餓
ヲ
甘
ン
シ
テ
飽
ク
コ
ト
ヲ

求
メ
ズ
、
其
身
ニ
仇
ス
ル
ニ
似
テ
実
ハ
親
ム
ナ
リ
。
是
斎
素
正
旨
ノ
二
ナ
リ
。
此
世
ハ
苦
世
ナ
リ
。
索
翫
ス
可
キ
非
ス
。
天
主

我
ヲ
此
ニ
寘
ク
ハ
務
メ
テ
其
道
ヲ
修
セ
シ
ム
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
此
肌
膚
ヲ
奉
悦
セ
シ
ム
ル
ニ
非
ス
。
徳
行
ノ
楽
ミ
ハ
乃
チ
霊
魂
ノ

楽
ミ
ナ
リ
。
我
是
ヲ
以
テ
天
神
ト
同
シ
。
飲
食
楽
ミ
ハ
乃
チ
身
ノ
窃
愉
ナ
リ
。
吾
是
ヲ
以
テ
禽
獣
ト
同
シ
。
仁
義
ハ
人
心
ヲ
明

カ
ナ
ラ
シ
メ
、
五
味
ハ
人
ヲ
シ
テ
腐
腸
セ
シ
ム
。
積
善
ノ
楽
ミ
ハ
、
心
ニ
大
利
有
テ
身
ニ
害
無
シ
。
豊
膳
ノ
楽
ミ
ハ
身
心
倶
ニ

傷
ラ
ル
。
此
二
ツ
ハ
更
ニ
迭
ヒ
ニ
人
心
ニ
出
入
シ
テ
同
ク
住
ル
可
ラ
ズ
。
是
斎
素
正
旨
ノ
三
ナ
リ
等
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

自
省
リ
ミ
自
責
メ
テ
無
為
ナ
ル
ヲ
尤
ケ
シ
ト
為 

第
七

吾
輩
ノ
功
ト
ス
ル
ハ
俗
功
ト
異
ナ
リ
、
吾
カ
図
ル
所
ハ
神
魂
ニ
在
テ
身
ニ
在
ラ
ズ
。
人
ノ
体
貌
ハ
形
ニ
属
シ
テ
、
壮
ニ
至
リ
老

ニ
至
レ
ハ
日
ニ
漸
ク
衰
滅
ス
レ
ト
モ
、
智
志
ノ
神
ニ
属
ス
ル
者
ハ
、
壮
ニ
至
リ
老
ニ
至
レ
ハ
反
テ
更
ニ
強
確
ニ
シ
テ
、
神
ヲ
徴

ス
ル
ニ
足
テ
殺
ス
可
ラ
ズ
死
滅
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
吾
レ
其
常
生
ニ
因
テ
其
常
善
ヲ
謀
ル
ト
キ
ハ
永
安
慮
リ
無
シ
。
其
初
功
ハ

毎
朝
目
ト
心
ト
天
ヲ
仰
テ
、
上
帝
我
ヲ
生
育
教
誨
ス
ル
無
量
ノ
恩
徳
ヲ
謝
シ
、
次
ニ
今
日
我
ヲ
祐
ン
コ
ト
ヲ
祈
テ
、
妄
念
妄
言
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一
三

妄
行
毋
ン
ノ
三
誓
ヲ
践
ミ
、
夕
ヘ
ニ
至
レ
ハ
又
身
ヲ
俯
シ
地
ニ
投
シ
テ
、
本
日
刻
々
処
々
思
談
動
作
セ
シ
所
省
察
シ
テ
功
ヲ
上

帝
ニ
帰
シ
、
差
爽
ア
レ
ハ
即
チ
自
ラ
痛
悔
シ
軽
重
ニ
拠
テ
自
ラ
責
罰
ヲ
行
ヒ
必
改
メ
絶
テ
、
毎
日
毎
夜
是
ヲ
以
テ
常
ト
シ
テ
過

端
消
耗
セ
シ
ム
。
是
ハ
初
功
ナ
リ
。
初
功
ニ
又
初
中
末
ノ
三
ツ
有
リ
。
初
テ
志
ヲ
立
テ
道
ヲ
行
ン
ニ
、
其
始
メ
事
猶
混
濁
シ
テ

未
タ
清
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
レ
ハ
、
惟
其
大
非
ヲ
戒
メ
聊
カ
進
テ
其
非
ニ
克
チ
省
テ
善
地
ニ
至
り
、
乃
チ
細
微
ノ
過
ヲ
察
ス
。
譬
ハ

泉
ノ
淪
濁
セ
シ
ヲ
清
ム
ル
カ
如
シ
。
先
ツ
其
粗
石
ヲ
除
キ
、
水
既
ニ
静
カ
ニ
ナ
ラ
ハ
小
石
ヲ
視
テ
是
ヲ
去
ル
可
シ
。
既
ニ
澄
メ

ル
ト
キ
ハ
、其
眇
末
ノ
土
砂
ノ
水
底
ニ
沈
居
セ
ル
者
悉
ク
睹
テ
コ
レ
ヲ
汰
ス
可
シ
。此
三
ツ
ハ
諸
悪
ヲ
屏
ケ
棄
ル
等
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

善
悪
ノ
報
ハ
身
ノ
後
ニ
在
リ 

第
八

夫
レ
天
堂
ハ
六
過
無
フ
シ
テ
六
福
有
リ
。
一
ヲ
聖
城
ト
謂
フ
、
過
無
シ
テ
全
徳
有
リ
。
二
ヲ
太
平
域
ト
謂
フ
、
危
懼
無
シ
テ
恒

ニ
恬
淡
タ
リ
。
三
ヲ
楽
地
ト
謂
フ
、
憂
苦
無
シ
テ
永
楽
ナ
リ
。
四
ヲ
天
郷
ト
謂
フ
、
冀
望
無
シ
テ
皆
充
満
ス
。
六
ヲ
寿
無
彊
山

ト
謂
フ
、
人
均
ク
死
セ
ズ
シ
テ
常
ニ
生
ク
。
雋
徳
ノ
精
内
ニ
含
テ
露
ハ
サ
ズ
、
悪
匿
ノ
本
ト
心
ニ
醸
シ
テ
洩
ラ
サ
サ
レ
ハ
、
人

是
ヲ
知
ラ
ズ
、
天
主
姑
ク
容
ル
シ
テ
報
セ
ズ
、
或
ハ
姑
ク
報
シ
テ
未
タ
尽
サ
ズ
、
是
レ
必
来
世
天
ノ
主
宰
明
威
神
鑑
按
審
爽
ハ

サ
ル
ヲ
待
ツ
ナ
リ
。
天
主
天
堂
地
獄
ヲ
造
成
シ
テ
善
悪
ノ
報
ヲ
為
ス
コ
ト
、
本
ヨ
リ
伝
ヘ
テ
宣
令
有
リ
。
天
堂
ノ
大
事
性
理
ノ

上
ニ
在
テ
ハ
、
人
ノ
智
力
洞
明
ス
ル
コ
ト
克
ハ
ズ
。
其
情
ニ
達
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
天
主
経
典
ニ
拠
ル
ニ
非
ン
ハ
是
ヲ
測
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
。
善
ヲ
修
ス
レ
ハ
天
堂
ニ
生
シ
、
悪
ヲ
作
セ
ハ
地
獄
ニ
堕
ス
、
是
天
主
ノ
法
ニ
シ
テ
、
一
世
ノ
善
悪
報
ス
ル
ニ
万
世
ノ

吉
凶
ヲ
以
ス
ル
コ
ト
大
旨
カ
ク
ノ
如
シ
等
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

妄
リ
ニ
未
来
ヲ
詢
テ
自
〔
ラ
〕
身
凶
ヲ
速
ク 

第
九

南
粤
詔
陽
郡
ノ
郭
姓
ナ
ル
者
、
利
氏
カ
門
ニ
踵
テ
涕
涙
頤

オ
ト
ガ
ヒニ
交
ヘ
テ
曰
ク
、
来
テ
師
ニ
辞
ス
、
再
ヒ
見
ヘ
シ
ト
。
利
氏
怪
テ
問



一
四

ヘ
ハ
、
将
ニ
世
ヲ
去
ン
ト
ス
ト
曰
フ
。
其
故
ヲ
問
ヘ
ハ
、
五
年
前
、
高
人
ノ
星
命
ヲ
談
ス
ル
者
我
カ
為
メ
算
ヲ
推
シ
テ
今
年
マ

テ
ノ
事
ヲ
説
キ
シ
ニ
、
言
々
験
シ
有
リ
。
命
終
ノ
期
、
今
年
四
月
中
ニ
免
レ
ズ
ト
曰
フ
。
今
月
果
シ
テ
諸
ノ
不
祥
ヲ
夢
ム
。
豈

徴
応
ナ
ラ
ス
ヤ
。
利
氏
曰
ク
、
世
間
ノ
虚
妄
、
星
家
ノ
言
ト
夜
夢
ト
ニ
若
ク
ハ
無
シ
。
吉
ヲ
迎
ヘ
凶
ヲ
避
ル
ニ
道
有
リ
、
悪
ヲ

改
メ
テ
善
ニ
遷
ル
ノ
ミ
。
汝
悪
ニ
染
テ
洗
フ
コ
ト
ヲ
思
ハ
ズ
、
善
ヲ
見
テ
行
フ
コ
ト
ヲ
図
ラ
ズ
、
僥
倖
ニ
禍
ヲ
免
レ
テ
福
ヲ
受

ン
ト
ス
。
星
家
汝
ニ
予
フ
ト
モ
、
天
主
鬼
神
ノ
正
理
必
汝
ニ
予
ヘ
シ
。
古
ノ
卜
筮
ハ
、
疑
ヲ
決
ス
ル
ノ
ミ
。
今
ハ
惟
僥
倖
ノ
ミ

是
求
ム
。
周
公
ハ
卜
ヲ
重
ン
セ
ズ
。
況
ヤ
星
家
ニ
問
テ
以
テ
天
主
ノ
首
誡
ヲ
犯
ス
ヲ
ヤ
。
郭
生
拝
謝
シ
テ
曰
ク
、
吾
カ
命
、
師

実
ニ
是
ヲ
再
生
ス
。
大
教
ヲ
聞
ス
ン
バ
枉
テ
自
ラ
断
チ
棄
ン
ノ
ミ
。
今
ヨ
リ
以
後
、
児
ハ
父
ヲ
得
、
婦
ハ
夫
ヲ
得
テ
、
一
家
安

全
ナ
ラ
ン
。
敢
テ
依
ル
所
ヲ
忘
ン
ヤ
。
利
氏
乃
チ
郭
生
ヲ
引
テ
天
主
台
下
ニ
往
テ
叩
謝
シ
テ
是
ニ
丁
寧
ス
ラ
ク
、
虚
誕
ノ
浮
説

ヲ
聞
ク
コ
ト
勿
ク
、
惟
心
ヲ
正
フ
シ
テ
天
主
ノ
正
命
ヲ
候
ヘ
ト
。
郭
生
別
レ
テ
終
ニ
恙
無
ク
四
年
ニ
シ
テ
又
一
子
ヲ
得
、
八
旬

ニ
及
ヘ
ト
モ
健
カ
ニ
飯
ス
ル
コ
ト
昔
日
ニ
減
セ
ズ
等
ノ
趣
ヲ
述
フ
。

　
　

富
テ
貪
吝
ナ
レ
ハ
貧
屢
ニ
苦
ム 

第
十

富
テ
貪
吝
ナ
ル
者
数
輩
ヲ
挙
テ
、
富
テ
貧
吝
ナ
ル
ハ
貧
シ
テ
財
ニ
乏
キ
ヲ
苦
ム
ニ
同
シ
、
貧
シ
テ
分
ヲ
安
ン
ス
ル
ハ
、
富
テ
楽

ム
ニ
同
キ
ノ
理
ヲ
徴
述
ス
。

　
　

附　

西
琴
曲
意
八
章

万
暦
二
十
八
年
、
利
瑪
竇
贄
ヲ
具
シ
京
師
ニ
赴
テ
献
上
ス
。
其
内
ニ
西
洋
ノ
楽
器
雅
琴
一
具
有
リ
。
異
形
ニ
シ
テ
コ
レ
ヲ
撫
レ
ハ

異
音
有
リ
。
帝
コ
レ
ヲ
奇
ト
シ
テ
楽
師
ニ
因
テ
問
テ
曰
ク
、
是
ヲ
奏
ス
ル
ニ
ハ
必
本
国
ノ
曲
有
ン
。
願
ハ
是
ヲ
聞
ン
。
利
瑪
竇
対

テ
曰
ク
、他
典
知
ル
コ
ト
無
シ
。
惟
道
語
数
曲
ヲ
習
フ
ノ
ミ
。
今
其
大
意
ヲ
訳
シ
テ
左
ニ
陳
フ
。
其
本
韻
ニ
随
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ハ
、
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一
五

方
音
異
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。　

吾
レ
願
ク
ハ
上
ニ
在
ン　

牧
童
山
ニ
遊
フ　

善
ノ
計
コ
ト
ハ
寿
ノ
修
ナ
リ　

徳
ノ
勇
巧　

老
テ
徳
無
キ

ヲ
悔
フ　

胸
中
庸
平　

肩
ニ
雙
嚢
ヲ
負
フ　

命
ヲ
定
メ
テ
四
達
ス　

以
上
八
題
曲
中
之
語
皆
題
意
之
通
リ
ニ
テ
外
ニ
事
替
リ
候

フ
儀
ハ
無
御
座
候
。
尤
モ
此
書
万
暦
三
十
六
年
ノ
刊
ニ
テ
御
座
候
。

〔
注
〕

（
１
）　
『
天
主
実
義
』
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
『
天
主
実
義
』（
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」、
二
〇
〇
四
）
及
び
、
同
書
所
載
の
解
説
、
参
考
文
献
等
を
参
照
。

（
２
）　
『
畸
人
十
篇
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
畸
人
十
篇
』
研
究
序
説
」（『
哲
学
年
報
』
第
六
十
五
輯
、
二
〇
〇
六
）、「『
畸
人
十
篇
』
の
研
究
―
第
一

篇
・
第
二
篇
訳
注
―
」（『
哲
学
年
報
』
第
六
十
八
輯
、
二
〇
〇
九
）、「『
畸
人
十
篇
』
の
研
究
（
二
）
―
第
三
篇
・
第
四
篇
訳
注
稿
―
」（『
哲
学
年
報
』

第
七
十
一
輯
、
二
〇
〇
二
）、
及
び
平
川
祐
弘
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
・
２
』（
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」、
一
九
九
七
）、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ジ
ノ
『
利

瑪
竇
―
天
主
の
僕
と
し
て
生
き
た
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
』（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
二
〇
〇
四
）、
Ｊ
・
ス
ペ
ン
ス
著
、
古
田
島
洋
介
訳
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ

の
記
憶
の
宮
殿
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
）
等
を
参
照
。

（
３
）　

川
名
公
平
訳
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
・
一
』
第
一
の
書
・
第
10
章
（
岩
波
書
店
「
大
航
海
時
代
叢
書
」
第
Ⅱ
期
・
８
、一
九
八
二
）
を
参
照
。

同
書
は
、
リ
ッ
チ
が
一
六
〇
八
年
か
ら
執
筆
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
書
き
送
っ
た
書
で
あ
る
。

（
４
）　
『
天
学
初
函
』
に
つ
い
て
は
、
方
豪
「
李
之
藻
輯
刻
天
学
初
函
考
―
李
之
藻
誕
生
四
百
年
紀
年
論
文
」（
中
国
史
学
叢
書
『
天
学
初
函
』
所
載
、
台

湾
学
生
書
局
、
一
九
六
五
）
を
参
照
。

（
５
）　

前
掲
拙
稿
「『
畸
人
十
篇
』
研
究
序
説
」
を
参
照
。

（
６
）　

林
羅
山
「
排
耶
蘇
」（『
羅
山
文
集
』
巻
五
十
六
、『
日
本
思
想
大
系
』
25
「
キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書
」）
を
参
照
。

（
７
）　
『
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
二
八
）
所
収
本
の
巻
十
四
（
五
八
二
頁
）
に
見
え
る
。

（
８
）　

徂
徠
の
こ
の
文
章
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
畸
人
十
篇
』
江
戸
写
本
の
巻
首
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）　

村
岡
典
嗣
「
平
田
篤
胤
の
神
学
に
於
け
る
耶
蘇
教
の
影
響
」（『
芸
文
』
第
11
巻
第
３
号
、
一
九
二
〇
初
出
、『
新
編
日
本
思
想
史
研
究
』
平
凡
社

「
東
洋
文
庫
」、
二
〇
〇
四
所
収
）、
海
老
沢
有
道
『
南
蛮
学
党
の
研
究
』（
創
元
社
、
一
九
五
八
）、
伊
藤
多
三
郎
「
禁
書
の
研
究
」（「
歴
史
地
理
」

10
・
11
月
号
、
一
九
三
六
）、
三
木
正
太
郎
『
平
田
篤
胤
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
一
九
六
九
）、
田
原
嗣
郎
「『
霊
の
真
柱
』
以
降
に
お
け
る
平
田

篤
胤
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
日
本
思
想
大
系
』
第
50
巻
）、
坂
本
春
吉
「
平
田
篤
胤
の
復
古
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教
―
本
教
外
篇
の
研
究
―
」（
私
家
版
、

一
九
八
六
）、
平
川
祐
弘
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
・
２
』（
平
凡
社
「
東
洋
文
庫
」、
一
九
九
七
）
等
を
参
照
。



一
六

（
10
）　

大
庭
脩
氏
の
同
書
に
よ
れ
ば
、『
天
学
初
函
大
意
書
』
は
両
大
学
本
と
も
「
途
中
明
ら
か
に
脱
落
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
11
）　
『
天
学
初
函
』
器
編
の
諸
書
に
つ
い
て
は
、安
大
玉
『
明
末
西
洋
科
学
東
伝
史
―
『
天
学
初
函
』
器
編
の
研
究
』（
知
泉
書
館
、二
〇
〇
七
）
を
参
照
。

（
12
）　

三
行
目
の
「
毎
朝
時
目
ト
心
ト
」
か
ら
六
行
目
の
「
恩
祐
ヲ
叩
謝
ス
」
ま
で
は
、
原
文
で
は
原
漢
文
に
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
し
た
形
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
に
書
き
下
し
文
の
形
に
直
し
た
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
～
二
十
五
年
度 

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「『
畸
人
十
篇
』
と
そ
の
朝
鮮
・

日
本
に
お
け
る
思
想
的
影
響
に
関
す
る
研
究
」（
代
表 

柴
田
篤
）
に
参
加
し
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




